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令
和

３
年

度
議

会
に

よ
る

行
政

評
価

　
施

策
評

価
の

予
算

措
置

等
の

状
況

資
料

１
－

１

【
施

策
評

価
】

（千
円

）

16
,1

54
15

,6
65

48
9

8,
76

0

市
総

合
評

価
  

A
：計

画
以

上
に

進
捗

し
て

お
り

、
こ

の
ま

ま
継

続
し

て
施

策
を

推
進

す
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

 B
：
ほ

ぼ
計

画
通

り
進

捗
し

て
お

り
、

継
続

し
て

施
策

を
推

進
す

る
。

　
　

　
　

　
 　

　
　

C
：目

標
を

や
や

下
回

る
要

因
の

分
析

と
施

策
の

見
直

し
を

要
す

る
。

　
　

　
　

 　
　

　
　

D
：目

標
を

大
き

く
下

回
る

要
因

の
分

析
と

施
策

の
見

直
し

を
要

す
る

。

市
評

価 Ｂ
拡 充

森
林

保
全

農
林

水
産

課

・ 
森

林
の

公
益

的
な

機
能

を
充

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、

保
安

林
事

業
を

は
じ

め
森

林
保

全
の

た
め

の
事

業
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
・放

置
森

林
対

策
に

つ
い

て
関

連
団

体
を

通
じ

て
意

見
を

集
約

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

る
森

林
管

理
制

度
と

併
せ

て
、

多
様

で
健

全
な

森
林

の
整

備
を

図
り

ま
す

。

（現
況

と
課

題
）

・森
林

の
持

つ
公

益
的

な
機

能
を

発
揮

す
る

た
め

の
国

土
の

保
全

や
山

地
災

害
の

防
止

は
、

森
林

所
有

者
や

地
域

の
理

解
を

得
て

継
続

的
に

事
業

の
促

進
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・ 

国
内

産
の

需
要

の
減

少
か

ら
、

放
置

さ
れ

た
森

林
が

増
大

し
て

お
り

、
対

策
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
・ 

森
林

所
有

者
の

総
合

的
な

意
見

の
集

約
や

要
望

等
が

具
体

的
に

把
握

で
き

て
い

な
い

た
め

、
森

林
所

有
者

の
意

識
調

査
等

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

施
策

評
価

名
担

当
課

施
策

内
容

R
4
年

度
当

初
予

算
額

議
会

評
価

予
算

措
置

状
況

こ
の

施
策

を
構

成
す

る
2事

業
の

令
和

4年
度

当
初

予
算

額
と

令
和

3年
度

当
初

予
算

額
を

比
べ

る
と

、
48

9千
円

（3
.1

％
）の

増
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

は
、

施
策

を
構

成
す

る
林

業
振

興
対

策
事

業
で

1,
43

3千
円

の
減

と
な

っ
た

も
の

の
、

林
道

維
持

管
理

事
業

に
お

い
て

、
1,

92
2千

円
の

増
と

な
っ

た
た

め
で

あ
る

。

※
増

減
理

由
は

各
事

務
事

業
に

記
載

議
会

評
価

【総
括

コ
メ

ン
ト

】

　
昨

今
の

土
砂

災
害

、
洪

水
災

害
の

根
本

は
自

然
界

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
壊

し
つ

つ
あ

る
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

S
D

G
sの

観
点

も
加

味
し

て
、

林
業

振
興

に
よ

る
森

林
保

全
が

防
災

対
策

上
、

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

、
と

の
共

通
認

識
を

委
員

会
と

し
て

有
す

る
。

　
森

林
環

境
譲

与
税

等
の

財
源

を
活

用
し

な
が

ら
、

間
伐

等
を

積
極

的
に

推
進

で
き

る
よ

う
、

振
興

協
議

会
を

は
じ

め
産

官
学

民
連

携
で

、
森

林
保

有
者

と
の

合
意

形
成

を
図

り
な

が
ら

、
新

た
な

財
源

創
出

も
含

め
た

対
策

に
当

た
る

べ
き

で
あ

る
。

　
改

正
公

共
建

築
物

等
木

材
利

用
促

進
法

の
動

向
に

も
注

目
し

、
域

内
に

お
け

る
林

業
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
拡

大
を

図
り

な
が

ら
、

林
業

従
事

者
の

確
保

・育
成

に
も

注
力

す
る

こ
と

で
、

林
業

振
興

に
努

め
、

持
続

可
能

な
森

林
経

営
を

実
現

し
、

自
然

と
の

共
生

に
よ

っ
て

防
災

・減
災

の
先

進
都

市
を

め
ざ

す
べ

き
で

あ
る

。

R
3
年

度
当

初
予

算
額

増
減

額
（
R

4
-
R

3
)

備
　

考
（
R

2
年

度
決

算
額

）

3



【
本

施
策

を
構

成
す

る
事

務
事

業
評

価
】

市
評

価
段

階
　

Ａ
：拡

大
、

Ｂ
：現

状
維

持
、

Ｃ
：縮

小
、

Ｄ
：休

止
、

Ｅ
：段

階
的

に
廃

止
、

Ｆ
：即

廃
止

（完
了

）

（千
円

）

11
,0

09
12

,4
42

△
 1

,4
33

1,
98

2

予
算

措
置

状
況

令
和

3年
度

比
は

、
金

額
で

1,
43

3千
円

、
率

に
し

て
11

.5
％

の
減

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
今

年
度

よ
り

計
画

的
に

森
林

整
備

事
業

を
実

施
す

る
予

算
が

増
と

な
っ

た
一

方
で

、
森

林
整

備
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

地
番

図
作

成
や

森
林

所
有

者
等

へ
の

意
向

調
査

を
、

R
3

年
度

に
実

施
し

た
こ

と
か

ら
、

R
4年

度
に

お
い

て
は

当
該

業
務

が
減

と
な

っ
た

こ
と

が
影

響
し

た
も

の

○
多

く
の

課
題

が
あ

る
な

か
で

す
が

、
林

業
従

事
者

等
と

協
議

を
重

ね
な

が
ら

、
持

続
的

に
木

材
を

利
用

出
来

る
道

の
模

索
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
木

工
品

に
付

加
価

値
を

つ
け

る
た

め
に

異
業

種
の

方
々

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

も
必

要
だ

と
感

じ
ま

す
。

ク
リ

エ
イ

タ
ー

な
ど

の
作

品
表

現
で

利
用

し
て

も
ら

う
な

ど
検

討
で

き
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
○

林
業

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に

、
間

伐
材

の
有

効
利

用
に

つ
い

て
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

頂
く
こ

と
を

要
望

し
ま

す
。

山
地

美
化

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
を

行
っ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
が

、
そ

の
点

も
一

般
市

民
へ

の
啓

発
も

し
て

頂
け

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

○
林

業
従

事
者

を
農

林
水

産
課

に
配

置
し

、
専

門
的

な
見

地
か

ら
事

業
展

開
を

推
進

す
べ

き
だ

と
考

え
ま

す
。

同
時

に
、

奈
良

県
等

の
林

業
で

成
功

し
て

い
る

事
例

の
視

察
を

通
じ

て
、

林
業

振
興

に
本

腰
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

ま
ず

は
、

市
内

に
お

け
る

木
材

の
マ

ー
ケ

ッ
ト

需
要

を
喚

起
す

る
た

め
の

攻
め

の
姿

勢
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
○

間
伐

に
よ

り
林

内
に

適
切

な
光

が
射

し
込

み
、

下
草

な
ど

の
下

層
植

生
が

繁
茂

し
て

い
る

た
め

水
源

か
ん

養
機

能
や

土
砂

流
出

防
止

機
能

が
高

く
な

る
。

幹
が

太
く
、

生
育

が
良

く
な

り
、

風
や

雪
に

も
折

れ
に

く
く
な

る
。

下
層

植
生

が
豊

か
に

な
り

、
多

様
な

生
物

の
生

息
を

維
持

で
き

る
よ

う
に

な
る

為
、

森
林

の
正

常
化

を
目

指
し

て
頂

き
た

い
。

そ
れ

に
よ

り
、

イ
ノ

シ
シ

等
が

農
作

物
を

荒
ら

さ
な

い
こ

と
に

も
繋

が
る

し
、

間
伐

材
を

利
用

し
た

事
業

が
活

性
化

す
る

と
思

い
ま

す
。

○
泉

佐
野

市
域

の
35

％
を

占
め

る
森

林
地

域
（1

97
0h

a）
の

振
興

対
策

予
算

は
、

い
ま

ま
で

少
な

す
ぎ

た
の

で
は

な
い

か
。

（Ｒ
２

年
度

で
60

0万
円

余
り

）今
後

も
予

定
さ

れ
て

い
る

森
林

環
境

譲
与

税
（1

00
0万

円
超

）も
活

用
し

、
災

害
予

防
の

観
点

か
ら

も
森

林
保

全
策

を
実

施
さ

れ
た

い
。

○
林

業
祭

や
山

地
美

化
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
も

良
い

が
、

観
光

部
局

と
連

携
し

て
、

日
本

遺
産

の
日

根
荘

や
葛

城
修

験
を

多
く
の

人
に

体
験

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
整

備
を

更
に

進
め

て
も

ら
い

た
い

。
○

間
伐

材
の

利
用

を
地

産
地

消
と

考
え

、
公

園
遊

具
や

木
製

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

へ
の

利
用

な
ど

、
新

た
な

視
点

で
の

有
効

利
用

を
検

討
し

て
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

「バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

」な
ど

先
進

的
な

活
用

方
法

に
つ

い
て

も
研

究
を

進
め

て
く
だ

さ
い

。

議
会

評
価

【個
別

コ
メ

ン
ト

】
R

3
年

度
当

初
予

算
額

増
減

額
（
R

4
-
R

3
)

備
　

考
（
R

2
年

度
決

算
額

）

－

R
4
年

度
当

初
予

算
額

№
事

務
事

業
名

担
当

課
事

業
内

容

1
林

業
振

興
対

策
事

業
農

林
水

産
課

・森
林

整
備

事
業

の
調

査
等

に
関

す
る

業
務

・国
定

公
園

保
全

対
策

協
議

会
（公

園
区

域
内

の
森

林
保

全
及

び
清

掃
活

動
を

中
心

と
し

た
山

地
美

化
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

行
っ

て
い

る
）

関
係

事
務

林
業

関
係

者
同

士
の

交
流

・
情

報
交

換
・泉

佐
野

緑
の

少
年

団
（市

内
の

小
学

生
を

対
象

と
し

、
植

樹
な

ど
の

緑
と

触
れ

合
う

活
動

、
緑

の
募

金
、

森
林

学
習

等
を

実
施

）
・一

般
市

民
へ

の
森

林
・林

業
の

普
及

活
動

Ｂ市
評

価
議

会
評

価

4



議
会

評
価

【個
別

コ
メ

ン
ト

】
R

3
年

度
当

初
予

算
額

増
減

額
（
R

4
-
R

3
)

備
　

考
（
R

2
年

度
決

算
額

）

R
4
年

度
当

初
予

算
額

№
事

務
事

業
名

担
当

課
事

業
内

容
市

評
価

議
会

評
価

5,
14

5
3,

22
3

1,
92

2
6,

77
8

予
算

措
置

状
況

令
和

3年
度

比
は

、
金

額
で

1,
92

2千
円

、
率

に
し

て
59

.6
％

の
増

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
近

年
頻

発
す

る
土

砂
災

害
等

を
現

場
確

認
す

る
際

、
危

険
な

状
況

を
早

急
に

確
認

し
対

応
す

る
た

め
林

道
修

繕
に

か
か

る
原

材
料

費
や

重
機

借
上

げ
料

の
予

算
を

増
額

と
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

。

○
土

砂
災

害
の

予
兆

を
見

逃
さ

無
い

よ
う

に
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

事
前

に
予

防
で

き
る

の
が

一
番

い
い

の
で

す
が

、
今

ま
で

の
経

験
が

生
か

せ
な

い
災

害
が

続
出

し
て

い
ま

す
の

で
、

細
心

の
注

意
で

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
○

近
年

の
異

常
気

象
の

実
態

を
考

え
、

土
砂

災
害

な
ど

の
対

策
が

重
要

で
あ

る
の

で
拡

充
と

し
た

。
○

林
道

に
つ

い
て

は
、

泉
佐

野
の

生
活

道
以

外
に

も
和

歌
山

か
ら

の
生

活
道

に
必

要
で

す
。

現
状

危
険

な
箇

所
が

た
く
さ

ん
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。

災
害

が
あ

れ
ば

も
っ

と
危

険
に

な
る

為
、

予
算

が
無

い
か

ら
と

言
わ

ず
ど

う
す

れ
ば

危
険

場
所

を
改

善
で

き
る

か
を

基
本

に
考

え
て

頂
き

た
い

。
○

近
年

の
豪

雨
災

害
多

発
の

状
況

か
ら

、
林

道
の

維
持

管
理

は
重

要
性

を
増

し
て

い
る

と
考

え
る

。
計

画
的

な
維

持
管

理
に

努
め

ら
れ

た
い

。
○

同
様

に
登

山
、

山
歩

き
で

訪
れ

て
こ

ら
れ

る
人

た
ち

が
安

心
、

安
全

な
林

道
整

備
を

や
っ

て
行

っ
て

も
ら

い
た

い
。

○
林

業
発

展
に

は
林

道
の

整
備

は
不

可
欠

と
考

え
ま

す
。

行
政

が
中

心
と

な
っ

て
整

備
に

取
り

組
ん

で
く
だ

さ
い

。

2
林

道
維

持
管

理
事

業
農

林
水

産
課

林
道

維
持

管
理

（災
害

発
生

時
の

初
期

対
応

含
む

）に
か

か
る

原
材

料
の

支
給

や
重

機
の

借
上

げ
、

ト
ン

ネ
ル

の
維

持
管

理
（
照

明
等

）、
林

道
の

管
理

パ
ト

ロ
ー

ル
、

大
雨

等
の

災
害

発
生

時
の

初
期

対
応

。

Ｂ
－

5



令
和
３
年
度
議
会
に
よ
る
行
政
評
価
　
施
策
評
価
の
予
算
措
置
等
の
状
況

資
料
１
－
２

市
総
合
評
価
　
A
：計
画
以
上
に
進
捗
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
施
策
を
推
進
す
る
。

市
総
合
評
価
　
B
：ほ
ぼ
計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り
、
継
続
し
て
施
策
を
推
進
す
る
。

市
総
合
評
価
　
C
：目
標
を
や
や
下
回
る
要
因
の
分
析
と
施
策
の
見
直
し
を
要
す
る
。

【
施
策
評
価
】

市
総
合
評
価
　
D
：目
標
を
大
き
く
下
回
る
要
因
の
分
析
と
施
策
の
見
直
し
を
要
す
る
。

（千
円
）

5,
73
6

5,
67
6

60
5,
49
5

漁
業
振
興

農
林
水
産
課

・
魚
食
普
及
、
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、
若
年

層
が
魚
に
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
の
体
験
漁
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
漁
港
区
域
の
賑
わ
い
づ
く

り
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
獲
る
漁
業
と
と
も
に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
進

め
、
資
源
が
豊
富
な
魚
場
の
回
復
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
の
担
い
手
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

漁
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
現
況
と
課
題
）

・
水
産
資
源
の
減
少
や
燃
油
価
格
の
高
騰
等

に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が
漁
業
経
営
を
圧
迫
し
続

け
て
お
り
、
さ
ら
に
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
海
水
温
が
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
寒
冷
性
の
魚
種
の
減
少
、
暖
海
性
の
魚
介

類
の
増
加
と
い
っ
た
海
洋
生
物
の
生
息
の
変

化
も
経
営
に
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
技
術
の
取

得
や
今
ま
で
に
無
い
水
産
物
販
売
戦
略
に
必

要
な
調
査
、
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
水
産
資
源
の
回
復
を
目
的
に
、
種
苗
育
成
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
限
定
さ
れ
た
魚
種

で
あ
り
数
量
的
に
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
漁
獲

量
も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
府

や
近
隣
市
町
に
働
き
か
け
て
同
様
の
事
業
を

広
域
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
漁
業
へ
の
理
解
や
魚
食
普
及
を
図
る
た
め
、

体
験
漁
業
な
ど
の
事
業
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
市
内
外
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
多
様
な
取
り
組
み
に
よ
る
普
及

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
漁
港
や
青
空
市
場
を
含
む
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン

ズ
・
ワ
ー
フ
構
想
区
域
は
、
海
鮮
焼
施
設
開
設

な
ど
で
賑
わ
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
漁

業
振
興
に
資
す
る
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｂ

施
策
評
価
名

市
評
価

担
当
課

施
策
内
容

議
会

評
価

R
3
年
度

当
初
予
算
額

増
減
額

（
R
4
-
R
3
)

現 状 維 持
予
算
措
置
状
況

こ
の
施
策
を
構
成
す
る
事
業
は
漁
業
振
興
事
業

の
1事
業
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
4年
度
当
初

予
算
額
と
令
和
3年
度
当
初
予
算
額
を
比
べ
る

と
、
60
千
円
（1
.1
％
）の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

※
増
減
理
由
は
事
務
事
業
に
記
載

20
48
年
問
題
を
見
据
え
、
S
D
G
sの
観
点
で
魚
庭
（な
に
わ
）の
海
を
取
り
戻
す
た
め

の
海
洋
環
境
の
改
善
策
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
的
な
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
で
水
産
資
源
の
保
全
・漁
業
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

漁
業
組
合
を
は
じ
め
、
大
阪
府
並
び
に
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
等
と
の
産
官
学

民
協
働
で
、
次
世
代
が
漁
業
・魚
食
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
の
継
続
と

創
出
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
魚
食
へ
の
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
、
日
本
遺
産
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
青
空
市
場
や
道
の
駅
構
想
等
の
販
路
確

保
で
、
漁
業
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

議
会
評
価
【総
括
コ
メ
ン
ト
】

備
　
考

（
R
2
年
度

決
算
額
）

Ｒ
4
年
度

当
初
予
算
額

6



【
本
施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
評
価
】

市
評
価
段
階
　
Ａ
：拡
大
、
Ｂ
：現
状
維
持
、
Ｃ
：縮
小
、
Ｄ
：休
止
、
Ｅ
：段
階
的
に
廃
止
、
Ｆ
：即
廃
止
（完
了
）

（千
円
）

5,
73
6

5,
67
6

60
5,
49
5

－
1
漁
業
振
興
事

業
農
林
水
産
課

漁
業
振
興
の
た
め
以
下
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

・種
苗
放
流
事
業
（
抱
卵
ガ
ザ
ミ
放

流
事
業
）

・地
域
の
小
学
生
に
対
し
漁
業
体

験
事
業
（地
曳
網
体
験
事
業
）

・泉
佐
野
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

ワ
ー
フ
地
区
の
活
性
化
事
業

Ｂ

№
事
務
事
業
名

議
会

評
価

担
当
課

事
業
内
容

市
評
価

増
減
額

（
R
4
-
R
3
)

備
　
考

（
Ｒ
2
年
度

決
算
額
）

R
3
年
度

当
初
予
算
額

予
算
措
置
状
況

令
和
4年
度
当
初
予
算
額
と
令
和
3年
度
当
初
予

算
額
を
比
べ
る
と
、
60
千
円
（1
.1
％
）の
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
漁
場
に
つ
い
て
、
環
境
調
査
を
行
う
た

め
の
補
助
金
制
度
を
設
け
た
こ
と
に
よ
る
。

○
現
状
維
持
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
漁
業
資
源
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
現
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
禁
漁
区
の
保
護
を
行
う
中
で
豊
か
な
漁

場
が
広
が
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
、
日
本
遺
産
や
道
の
駅
等
と
連
携
し
な

が
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
創
出
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
子
供
た
ち
が
、
魚
介
類
に
興
味
を
示
せ
る
よ
う
に
今
後
も
地
曳
網
体
験
事
業
の
継

続
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
魚
食
普
及
を
図
る
た
め
、
漁
港
や
青
空
市
場
の
整
備
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
施
策
の
方
向
性
は
現
状
維
持
と
し
ま
し
た
が
、
今
後
魚

食
普
及
を
図
る
事
業
の
展
開
を
要
望
し
ま
す
。
抱
卵
ガ
ザ
ミ
放
流
事
業
を
広
域
で
取

り
組
ん
で
い
る
事
に
は
評
価
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
も
気
軽
に
ワ

タ
リ
ガ
ニ
を
食
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
望
み
ま
す
。

○
関
西
国
際
空
港
に
ま
た
が
る
２
市
１
町
と
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
と
連
携
し
て
、
空
港
島

周
辺
の
禁
漁
区
を
解
禁
し
、
年
に
一
度
の
「海
祭
り
」を
開
催
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

○
温
暖
化
で
水
温
が
上
が
り
、
寒
冷
性
の
魚
種
が
減
少
し
、
暖
海
性
魚
介
類
の
増

加
と
い
っ
た
海
洋
生
物
の
変
化
で
経
営
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
、
新
た
な
技
術
水
産

物
販
売
戦
力
も
必
要
で
す
が
、
魚
庭
（な
に
わ
）の
海
を
を
取
り
戻
そ
う
と
大
阪
か
ら

貝
塚
、
阪
南
市
で
は
、
海
底
耕
耘
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
貝
毒
対
策
、

魚
が
集
ま
る
環
境
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
藻
場
が
減
少
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
復
活

さ
せ
る
よ
う
に
貧
栄
養
状
の
緩
和
、
リ
ン
や
ケ
イ
素
等
の
増
加
で
魚
が
住
み
や
す
い

環
境
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
海
の
取
れ
た
魚
介
類
を
調
理
し
た

店
、
加
工
所
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

○
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
漁
獲
高
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・ワ
ー
フ
利
用
客
や
魚
の
価
格
が
大
き
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
漁
業

組
合
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
漁
業
従
事
者
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
抱
卵
ガ
ザ
ミ
放
流
事
業
な
ど
、
「育
て
る
漁
業
」の
拡
充
も
検
討
さ
れ
た
い
。

○
漁
業
振
興
施
策
全
体
は
概
ね
目
標
を
達
成
さ
れ
、
大
き
な
問
題
は
無
い
よ
う
に
感

じ
る
。
２
年
間
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
飲
食
店
の
休
業
や
閉
店
で

魚
価
全
体
が
下
が
っ
て
い
る
問
題
は
あ
る
が
、
感
染
拡
大
が
収
ま
れ
ば
青
空
市
場

や
海
鮮
焼
き
施
設
に
多
く
の
人
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
準
備
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
振
興
事
業
に
お
い
て
は
、
現
在
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
状
態

の
「道
の
駅
」計
画
を
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
推
し
進
め
て
頂
き
、
泉
佐
野
市
の
逸

品
の
販
売
窓
口
開
設
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
漁
業
の
振
興
を
望
む
が
、
漁
業
従
事
人
口
の
減
少
は
ど
う
し
て
も
進
ん
で
お
り
拡

充
は
難
し
い
。

○
大
阪
府
と
の
連
携
を
図
り
、
水
産
資
源
の
維
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
抱
卵
ガ
ザ
ミ

放
流
事
業
や
地
引
網
体
験
事
業
は
引
き
続
き
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
評
価
【個
別
コ
メ
ン
ト
】

R
4
年
度

当
初
予
算
額
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令
和
３
年
度
議
会
に
よ
る
行
政
評
価
　
施
策
評
価
の
予
算
措
置
等
の
状
況

資
料
１
－
３

市
総
合
評
価
　
A
：計
画
以
上
に
進
捗
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
施
策
を
推
進
す
る
。

市
総
合
評
価
　
B
：ほ
ぼ
計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り
、
継
続
し
て
施
策
を
推
進
す
る
。

市
総
合
評
価
　
C
：目
標
を
や
や
下
回
る
要
因
の
分
析
と
施
策
の
見
直
し
を
要
す
る
。

【
施
策
評
価
】

市
総
合
評
価
　
D
：目
標
を
大
き
く
下
回
る
要
因
の
分
析
と
施
策
の
見
直
し
を
要
す
る
。

（千
円
）

49
,4
44

47
,3
31

2,
11
3

41
,6
40

R
4
年
度

当
初
予
算
額

R
3
年
度

当
初
予
算
額

増
減
額

（
R
4
-
R
3
)

備
　
考

（
R
2
年
度

決
算
額
）

施
策
評
価
名

担
当
課

施
策
内
容

市
評
価

議
会
評
価
【総
括
コ
メ
ン
ト
】

・
汚
水
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
量
の

拡
大
に
よ
り
人
口
普
及
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

・
雨
水
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
整

備
を
進
め
、
市
内
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

（
現
況
と
課
題
）

・
下
水
道
は
、
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
の
水
質

の
保
全
を
図
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
汚
水
整
備
に
係
る
人
口
普

及
率
は
、
4
1
.5
％
（
2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
度

末
）
と
府
内
で
も
低
水
準
に
あ
り
、
水
洗
化

率
は
9
1
.0
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
度
の
公
共
下
水
道
及

び
浄
化
槽
を
含
め
た
生
活
排
水
処
理
率

は
7
9
.3
5
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
雨
水
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
な
幹
線
管
渠
整
備
率
は
9
0
％
以
上

に
達
し
て
お
り
、
今
後
も
市
内
の
浸
水
被

害
軽
減
に
向
け
、
着
実
に
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
施
設
（
雨
水
ポ
ン
プ
場
）
の
老

朽
化
対
策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年
度

（
令
和
2
年
度
）
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適

用
、
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
、
下
水
道

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
会

評
価

下
水
道
整
備
の
推

進
経
営
総
務
課

下
水
道
整
備

課

Ｂ
拡 充

予
算
措
置
状
況

こ
の
施
策
を
構
成
す
る
事
業
は
排
水
施
設
管
理

事
業
の
１
事
業
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
4年
度

当
初
予
算
額
と
令
和
3年
度
当
初
予
算
額
を
比
べ

る
と
、
2,
11
3千
円
（4
.5
％
）の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

※
増
減
理
由
は
事
務
事
業
に
記
載

下
水
道
普
及
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
今
の
想
定
外
の
水
害
に
備
え

る
為
の
水
路
の
整
備
と
計
画
策
定
、
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

安
心
安
全
の
確
保
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
め

ざ
す
為
に
も
、
普
通
会
計
か
ら
の
繰
出
の
増
額
等
を
行
い
、
整
備
計
画
の
前
倒
し
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

防
災
・減
災
を
図
る
為
に
も
、
町
会
、
土
地
改
良
区
、
消
防
団
等
と
も
密
な
る
連
携
を

図
り
な
が
ら
水
路
の
整
備
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
行
い
、
そ
れ
を
活
用

し
た
市
民
の
意
識
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
取
組
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
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【
本
施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
評
価
】

市
評
価
段
階
　
Ａ
：拡
大
、
Ｂ
：現
状
維
持
、
Ｃ
：縮
小
、
Ｄ
：休
止
、
Ｅ
：段
階
的
に
廃
止
、
Ｆ
：即
廃
止
（完
了
）

（千
円
）

49
,4
44

47
,3
31

2,
11
3

41
,6
40

№
事
務
事
業
名

担
当
課

事
業
内
容

市
評
価

議
会

評
価

R
4
年
度

当
初
予
算
額

R
3
年
度

当
初
予
算
額

増
減
額

（
R
4
-
R
3
)

備
　
考

（
R
2
年
度

決
算
額
）

議
会
評
価
【個
別
コ
メ
ン
ト
】

○
自
然
災
害
対
応
な
ど
も
考
え
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
整
備
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

○
こ
の
頃
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
の
た
め
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
河
川
へ
の
不
法

投
棄
禁
止
の
啓
発
に
努
め
て
頂
い
て
い
る
が
更
に
強
化
し
て
頂
く
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。
方
向
性
は
拡
充
と
し
ま
し
た
。

○
引
き
続
き
、
委
託
業
務
の
点
検
、
ゴ
ミ
対
策
に
ご
尽
力
お
願
い
し
ま
す
。

○
円
田
川
の
排
水
ポ
ン
プ
だ
け
に
頼
ら
ず
、
市
民
の
協
力
で
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
に

啓
発
運
動
を
計
画
す
べ
き
で
は
。

○
近
年
の
豪
雨
災
害
の
多
発
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
排
水
施
設
維
持
管
理
が
重
要

と
考
え
る
。
事
業
の
拡
充
に
努
力
さ
れ
た
い
。

○
市
内
一
円
の
ス
ク
リ
ー
ン
清
掃
業
務
は
５
月
か
ら
１
０
月
に
月
２
回
、
そ
れ
以
外
は

月
に
１
回
と
お
聞
き
し
た
が
、
円
田
川
中
心
に
川
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
、
或
い
は
落

ち
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
環
境
衛
生
課
と
連
携
し
て
川
へ
の
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
や
軽
量
ゴ
ミ
が
風
で
飛
ば
さ
れ
川
に
落
ち
な
い
よ
う
に
啓
発
す
る
な
ど

行
っ
て
頂
き
た
い
。

○
近
年
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
浸
水
対
策
雨
水

ポ
ン
プ
点
検
の
強
化
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

予
算
措
置
状
況

令
和
4年
度
当
初
予
算
額
と
令
和
3年
度
当
初
予

算
額
を
比
べ
る
と
、
2,
11
3千
円
（4
.5
％
）の
増
額

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
円
田
川
排
水
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
、

自
動
除
塵
機
及
び
電
気
設
備
の
修
繕
料
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
需
用
費
修
繕
料
が
4,
20
1千
円
増
と

な
る
一
方
で
、
令
和
３
年
度
は
、
円
田
川
排
水
ポ

ン
プ
維
持
管
理
業
務
等
の
委
託
料
が
入
札
年
で

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度

は
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
か
ら
1,
75
5千
円
減
額
と

な
る
な
ど
の
影
響
に
よ
る
。

1
排
水
施
設
管

理
事
業

経
営
総
務
課

下
水
道
整
備

課

・市
内
一
円
ス
ク
リ
ー
ン
清
掃
業

務
　
水
路
の
通
水
阻
害
と
な
ら
な

い
よ
う
、
適
宜
ス
ク
リ
ー
ン
清
掃
を

行
う
。

・浸
水
対
策
用
ポ
ン
プ
点
検
業
務

計
画
以
上
の
降
水
量
に
よ
る
浸

水
の
発
生
に
対
応
す
る
為
、
そ
の

対
策
と
し
て
浸
水
対
策
用
雨
水
ポ

ン
プ
を
設
置
。
降
雨
時
に
適
正
に

稼
動
す
る
よ
う
定
期
的
に
保
守
点

検
（５
回
/年
　
10
箇
所
16
台
）
し
て

い
る
。

・円
田
川
排
水
ポ
ン
プ
設
備
維
持

管
理
業
務
　
施
設
が
適
正
に
稼

動
す
る
よ
う
定
期
点
検
を
実
施
。

ゴ
ミ
を
当
ポ
ン
プ
場
で
引
き
上
げ

処
分
す
る
。

Ｂ
－
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